
特  集

便秘はどうしたら治りますか？

体からのメッセージ～うんちのはなし

̶便秘について教えてください。
20年ほど前には、便秘とは、「3日間便が出ない人」という定義が一般的でした。しかし、現在の

定義では、「本来、体外に出すべき糞便を、十分量かつ快適に出せない状態」とされています。毎日
便が出ている人でも、スッキリしない人は便秘です。

そして、「便秘」によっていろんな症状が出てくることを「便秘症」といいます。「便秘症」は排出
障害があることをいいます。こうなると、検査とか本格的な治療の介入が必要になってきます。
「̶便秘」にはどんな治療をするのですか。

患者さんによって一人ひとり状態が違うので、まず、最初に来られたときに話をゆっくり聞いて、
得られた情報から、原因を見つけ、患者さんと一緒に治療の目標を決めます。
診察のときお尋ねすることは、
●便の回数 ●便の形態 ●便の量 ●排便のときスッキリ感があるか で、排便がその人にとって
快適であるかどうかが、一番のポイントです。

最初は、「食事をちゃんと食べたか」、「どういう排便があったか」、「スッキリ感はあったか」を毎
日記録する排便日記をつけていただきます。まず生活習慣から見直していただくのです。三食きちん
と食べて、水分を摂って、適度な運動をして生活リズムを整えることをお勧めしてい
ます。

診察では、便通異常の原因を突き止めるため、様々な情報を集めます。お薬手帳も
すべて見せていただいています。複数の薬を飲んでいる方は、薬の相互作用が原因の
場合もありますので。

家族の方も一緒に来てお話いただけるといいと思います。客観的な情報を総合的に
判断して、その方に必要な検査を受けていただいてから治療をはじめます。
̶検査では何がわかりますか。

便通異常の背景には、腸をふさぐような器質性の病気がある場合もあります。大腸の内視鏡検査で
大腸がんが見つかることもあります。
̶特に女性の方は、受診をためらう方も多いのではないでしょうか。
　当院では、隔週水曜日に女性専門の「便
通異常外来」があります。女性患者さん
への配慮から、女性の医師が担当してい
ます。安心してご相談ください。
̶便秘にならないようにするためには。

よい生活習慣を心がけて、健康管理の
ために、自分の出したものをちらっとで
もいいので、毎日確認してみてください。

消化器内科　助教　玉川 祐司
た ま が わ ゆ う  じ
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project

新しいバイオ医薬品を開発し、膵がんを撲滅する！
浦野　健の研究とバイオベンチャー

臨床医から基礎研究者へ

生化学講座（病態生化学） 
教授　浦野　健

　膵がんは、発見からの5年生存率が７パーセントと極めて低く、画期的な新しい治療法の開発が望まれている。
島根大学医学部には、膵がん撲滅を目指し、基礎研究・臨床研究を集学的に行い、新しい治療法の開発を研究
するトップランナーたちがいる。

夢中で追いかけろ
　生化学講座（病態生化学） 教授 浦野　健（うらの たけし）は昭和33年、長崎大学医学部附属病院
で外科医をしていた父の下に生まれ、自然と医師を志した。長崎大学医学部に進学後は、医学の勉強
の傍ら、寝ても覚めても硬式テニス。真っ黒になって、夢中でボールを追いかける毎日だった。
　卒業後、浦野は、研修医として長崎大学医学部の外科の医局に所属した。ここでは、1年ごとの派
遣先の病院ローテーションを“じゃんけん”で決めていた。強運体質というのだろうか、浦野は、琉
球大学、長崎市民病院、浜松医療センターなど手術症例数の多い病院での勤務が続いていた。とうとう、
同級生から「お前はいいところばかり行きすぎだ。平戸で田んぼでも耕してこい。」と言われ、「いいよ。」
と、彼は二つ返事で承諾した。
腕利きの外科医
　そんな経緯で、昭和62年、平戸市立紐差（ひもさし）病院（現平戸市民病院）への派遣が決まった。
平戸は同級生の言ったとおり、自然に囲まれたのどかなよい島だった。
　紐差病院では病院長・研修医を含め、外科医は３人だった。浦野は高度外傷、救命救急を2年間、
24時間体制で担当した。
　「必ず助ける！救急車はすべて僕が担当する。僕の目の前を救急車に素通りさせるな！」
　病院内に住み込み、当直はほぼ毎日、緊急手術も数多く行った。
助走期間
　救急車が来ない日は勉強に打ち込んだ。平戸はその点、誘惑もなく非常によい環境であった。ちょ
うどその頃、アメリカでは“がん遺伝子”が次々と発見されていた。“がん遺伝子”を扱う分子生物学
が未来への大きなうねりとして彼の中に流れ込み、「アメリカで、がん遺伝子の研究がしたい」と思う
ようになった。彼はいつか来るその日に備えて、給料を留学資金として貯めていった。
　紐差病院の小児科には長崎大学から3か月のローテーションで医師が来ていた。小児科に派遣され
るのは、留学を控えているか、留学後、診療に慣れるために、ここで診療を行う医師であった。
　浦野は、留学を終えて帰ってきた先輩医師からよく尋ねられた。
　「お前英語できるのか。」　「できません。」
　「研究やったことあるか。」　「ないです。」
　「長崎大学に研究ができる若い良い教授が来たので、そこでまず勉強したらどうだ。」
　何人もの先輩医師が同じ名前を挙げた。その人にぜひ会ってみたいと思った。
　紐差病院の2年目は、大学へ通うことを許された。大学院入学に備えて、勉強のため、車を買った。
彼は週1回、車で150km、 3時間半かけて平戸から長崎市へ向かった。ほぼ毎週である。大学で行われ
る抄読会やディスカッションに夕方5時から参加した。終わるのは夜中の1時、2時という白熱ぶりだっ
た。この勉強会では知識ばかりではなく、かけがえのない大きなものが得られた。
　浦野は紐差病院での勤務を終え、平成元年長崎大学大学院に入学した。もち
ろん、多くの仲間たちと日夜議論を闘わせながら“がん”について研究をし、
博士の学位を取得した。そして平成5年、国際ヒューマン・フロンティア・サイ
エンス・プログラムの支援を受け、米国タフツ大学 生化学教室へ博士研究員と
して派遣されることになった。

（次回予告）
　満を持してアメリカ留学へ臨む浦野。現在の彼の研究の萌芽はここから始まる。
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③やや硬い便

④普通便

⑤やや軟らかい便

⑥泥状便

⑦水様便

硬くてコロコロの
兎糞状の便

非常に遅い
（約100時間）

非常に早い
（約10時間）

消化管の
通過時間

ソーセージ状であるが
硬い便

表面にひび割れのある
ソーセージ状の便

水様で、固形物を含まない
液体状の便

はっきりとしたしわのある
軟らかい半分固形の便

境界がほぐれて、ふにゃ
ふにゃの不定形の小片便
泥状の便

表面がなめらかで軟らかい
ソーセージ状、あるいは
蛇のようなとぐろを巻く便

ブリストルスケール

ブリストルスケール
（右図）の④番を
めざしましょう！
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